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5. 両生類・爬虫類・哺乳類調査 
5.1  両生類・爬虫類・哺乳類調査結果の概要 
(1) 確認種 

今回とりまとめを行った 13 水系 15 河川（直轄管理区間 12 河川、指定管理区間のみ 3 河川）

で確認された両生類は 2 目 7 科 18 種、爬虫類は 2 目 9 科 18 種、哺乳類は 8 目 17 科 50 種でし

た。それぞれの確認種数が最も多かった河川は、両生類では四国地方の（渡川水系）四万十川

で 12 種、爬虫類では中部地方の菊川で 13 種、哺乳類では北海道の石狩川で 27 種でした。 

 
(2) 重要種 

今回とりまとめを行った 15 河川で確認された重要種注 1）は、両生類がアカハライモリ、ナゴ

ヤダルマガエル等の 6 種、爬虫類がニホンイシガメ、ニホンスッポンの 2 種、哺乳類がエゾヒ

グマ、エゾクロテン、カモシカの 3 種、合計で 11 種でした。重要種の確認種数が最も多かった

河川は、両生類では東北地方の鳴瀬川、中部地方の菊川、四国地方の（渡川水系）四万十川、

九州地方の嘉瀬川、大淀川で 2 種、爬虫類では中部地方の菊川、四国地方の肱川で 2 種、哺乳

類では北海道の渚滑川、石狩川、東北地方の馬淵川で 1種でした。 

注 1) 重要種について 

本資料においては、次の文献のいずれかに該当する種や亜種を重要種としました。 

• 「文化財保護法」の特別天然記念物および天然記念物。 

• 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種および緊急指定種。 

• 「環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）」（環境省レッドリスト 2020：

令和 2年 3月 27 日報道発表資料） 

絶滅    : 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種。 

野生絶滅  : 飼育・栽培下、あるいは自然分布域の明らかに外側で野生化した状態でのみ存

続している種。 

絶滅危惧Ⅰ 類 : 絶滅の危機に瀕している種。 

絶滅危惧ⅠＡ類 : ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。 

絶滅危惧ⅠＢ類 : ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。 

（注:底生動物、陸上昆虫類等ではⅠＡ類とⅠＢ類を併せて「絶滅危惧Ⅰ類: 絶滅

の危機に瀕している種」としている。） 

絶滅危惧Ⅱ類 : 絶滅の危険が増大している種。 

準絶滅危惧 : 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に

移行する可能性のある種。 

情報不足  : 評価するだけの情報が不足している種。 

絶滅のおそれのある地域個体群 : 地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの。 

 
(3) 国外外来種 

1) 国外外来種の確認状況 
今回とりまとめを行った15河川で確認された国外外来種注2)は、両生類がウシガエルの1種、

爬虫類がミシシッピアカミミガメの 1 種、哺乳類がハツカネズミ、アライグマ、ハクビシン等

の 8 種、合計で 10 種でした。国外外来種の確認河川数が多かった種は、両生類ではウシガエル

の 9 河川、爬虫類ではミシシッピアカミミガメの 9 河川、哺乳類ではハクビシンの 9 河川でし

た。 

 

2) 特定外来生物等の確認状況 
上記の国外外来種のうち、外来生物法が定めるところの特定外来生物は、両生類ではウシガ

エルの 1 種、哺乳類ではアライグマ（アライグマ属を含む）、ミンクの 2 種でした。生態系被害

防止外来種リスト掲載種は、両生類のウシガエルの 1 種、爬虫類のミシシッピアカミミガメの

1 種、哺乳類はハツカネズミ、ドブネズミ、ノイヌ、ハクビシン等の 7 種でした。 

5-1



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考）国外外来種、生態系被害防止外来種、特定外来生物の関係 

注 2) 国外外来種の選定基準について 

1）外来種とは、本来その生物が生息していない地域に貿易や人の移動等を介して意図的・非意図的に導入された

種をいいます。外来種のうち、日本国外から持ち込まれた種を「国外外来種」といい、日本国内の種であっ

ても本来その生物が生息していない地域に、他の場所から持ち込まれた種は「国内外来種」といいます。本

資料における国外外来種とは、おおむね明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植

物すべてを指し、侵入以後に国内に定着した種であるか否かの判断は、選定の際に考慮していません。 

2） 特定外来生物とは、『特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律(2005 年 6 月 1 日施行)』に

より、輸入や飼養等が規制される生物(生きているものに限られ、個体だけではなく、卵、種子、器官なども

含まれる)です。おおむね明治以降に国外から導入された国外外来種のうち、生態系、人の生命・身体及び農

林水産業へ被害を及ぼすもの、または及ぼすおそれがある生物が指定されています。 

3）生態系被害防止外来種リスト（我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト）とは、侵略性が

高く、我が国の生態系、人の生命・身体、農林水産業に被害を及ぼす又はそのおそれがあるものを生態的特

性及び我が国に導入される社会的状況も踏まえて選定した外来種のリストです。特定外来生物以外は外来生

物法に基づく規制の対象にはなりませんが、今後の外来種対策の基礎的情報として、様々な主体へ適切な行

動を呼びかけるものです。各主体における対策の検討・実施に資するよう、対策の方向性から以下のカテゴ

リに分類します。 

(i)定着を予防する外来種（定着予防外来種） 

定着予防外来種は、「国内に未定着のもの。定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防

や水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な外来種」として選定されて

います。以下の 2 つに細分化されています。 

• 侵入予防外来種 

国内に未侵入の種。特に導入の予防、水際での監視、バラスト水対策等で国内への侵入を未然に防ぐ必要が

ある。 

• 重点対策外来種 

侵入の情報はあるが、定着は確認されていない種。 

(ii)総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種） 

総合対策外来種は、「国内に定着が確認されているもの。生態系等への被害のおそれがあるため、国、地方公共

団体、国民など各主体がそれぞれの役割において、防除（野外での取り除き、分布拡大の防止等）、遺棄・導

入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な外来種」として選定されています。以下の 3 つ

に細分化されています。 

• 緊急対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準*1として

①～④のいずれかに該当することに加え、対策の実効性、実行可能性として⑤に該当する種。特に緊急

性が高く、特に、各主体がそれぞれの役割において、積極的に防除を行う必要がある。 

• 重点対策外来種 

「外来種被害防止行動計画」における対策の優先度の考え方に基づき、被害の深刻度に関する基準*1として

①～④のいずれかに該当する種。甚大な被害が予想されるため、特に、各主体のそれぞれの役割におけ

る対策の必要性が高い。 

• その他の総合対策外来種 

(iii)適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種） 

産業管理外来種は、「産業又は公益的役割において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理を

行うことが必要な外来種」として選定されています。 

 

*1緊急対策外来種、重点対策外来種における対策の優先度の考え方 
（被害の深刻度に関する基準） 

①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大 
②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い 
③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い 
④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して甚大な被害を及ぼす（対策の実効性、実行可能性） 
⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立

て得る 

特定外来生物 
「特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止に関する法律」 

生態系被害防止外来種 
「我が国の生態系等に被害を及ぼす

おそれのある外来種リスト」掲載種 

国外外来種 
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1
0

1
0

5-4



確
認

種
一

覧
（

両
生

類
・

爬
虫

類
・

哺
乳

類
）

（
そ

の
3
）

北
海

道
東

北
関

東
中

部
四

国
九

州

N
o
.

綱
和

名
目

和
名

科
和

名
種

和
名

学
名

渚 滑 川

石 狩 川

後 志 利 別 川

釧 路 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

那 珂 川

（ 利 根 川 水 系 ） 利 根 川 本 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 渡 良 瀬 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 烏 川 ・ 神 流 川 △

菊 川
肱 川

（ 渡 川 水 系 ） 四 万 十 川

嘉 瀬 川

大 淀 川

確 認 河 川 数

1
哺

乳
綱

モ
グ

ラ
目

（
食

虫
目

）
ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ
科

ヒ
メ

ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

So
re

x 
gr

ac
ill

im
us

●
●

2
2

バ
イ

カ
ル

ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

So
re

x 
ca

ec
ut

ie
ns

●
●

●
3

3
オ

オ
ア

シ
ト
ガ

リ
ネ

ズ
ミ

So
re

x 
un

gu
ic

ul
at

us
●

●
●

●
4

4
ジ

ネ
ズ

ミ
*

C
ro

ci
du

ra
 d

si
ne

zu
m

i
●

●
●

●
●

●
●

7
5

モ
グ

ラ
科

ヒ
ミ
ズ

U
ro

tr
ic

hu
s 

ta
lp

oi
de

s
●

1
6

ア
ズ

マ
モ

グ
ラ

*
M

og
er

a 
im

ai
zu

m
ii

●
●

2
7

コ
ウ

ベ
モ

グ
ラ

M
og

er
a 

w
og

ur
a

●
1

－
モ

グ
ラ

属
M

og
er

a
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

8
コ

ウ
モ

リ
目

（
翼

手
目

）
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ
科

ニ
ホ

ン
コ

キ
ク

ガ
シ

ラ
コ

ウ
モ

リ
R
hi

no
lo

ph
us

 c
or

nu
tu

s 
co

rn
ut

us
●

●
2

9
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ

R
hi

no
lo

ph
us

 f
er

ru
m

eq
ui

nu
m

●
●

●
●

●
5

－
キ

ク
ガ

シ
ラ

コ
ウ

モ
リ
属

R
hi

no
lo

ph
us

 s
p
.

●
1

1
0

ヒ
ナ

コ
ウ

モ
リ
科

カ
グ

ヤ
コ

ウ
モ

リ
M

yo
ti
s 

fr
at

er
●

1
1
1

モ
モ

ジ
ロ

コ
ウ

モ
リ

M
yo

ti
s 

m
ac

ro
da

ct
yl

us
●

●
●

●
●

●
●

7
1
2

ド
ー

ベ
ン

ト
ン

コ
ウ

モ
リ

M
yo

ti
s 

da
ub

en
to

ni
i

●
●

2
1
3

ア
ブ

ラ
コ

ウ
モ

リ
P
ip

is
tr

el
lu

s 
ab

ra
m

us
●

●
2

1
4

ヒ
ナ

コ
ウ

モ
リ

V
es

pe
rt

ili
o 

si
ne

ns
is

●
●

2
1
5

ウ
サ

ギ
コ

ウ
モ

リ
P
le

co
tu

s 
sa

cr
im

on
ti
s

●
●

2
1
6

ユ
ビ

ナ
ガ

コ
ウ

モ
リ

M
in

io
pt

er
us

 s
ch

re
ib

er
si

●
●

2
1
7

コ
テ

ン
グ

コ
ウ

モ
リ

M
ur

in
a 

us
su

ri
en

si
s

●
●

●
3

－
ヒ

ナ
コ

ウ
モ

リ
科

V
es

p
er

ti
lio

n
id

ae
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
0

－
-

コ
ウ

モ
リ
目

（
翼

手
目

）
C

h
ir
o
p
te

ra
●

●
●

●
●

●
●

7
1
8

サ
ル

目
（
霊

長
目

）
オ

ナ
ガ

ザ
ル

科
ニ

ホ
ン

ザ
ル

M
ac

ac
a 

fu
sc

at
a

●
1

1
9

ウ
サ

ギ
目

ウ
サ

ギ
科

エ
ゾ

ユ
キ

ウ
サ

ギ
L
ep

us
 t

im
id

us
 a

in
u

●
●

●
●

4
2
0

ノ
ウ

サ
ギ

*
L
ep

us
 b

ra
ch

yu
ru

s
●

●
●

●
●

●
6

2
1

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
リ
ス

科
エ

ゾ
リ
ス

Sc
iu

ru
s 

vu
lg

ar
is

 o
ri
en

ti
s

●
●

●
3

2
2

ニ
ホ

ン
リ
ス

Sc
iu

ru
s 

lis
●

●
●

3
2
3

エ
ゾ

モ
モ

ン
ガ

P
te

ro
m

ys
 v

ol
an

s 
or

ii
●

●
●

●
4

2
4

キ
ュ

ウ
シ

ュ
ウ

ム
サ

サ
ビ

P
et

au
ri
st

a 
le

uc
og

en
ys

 l
eu

co
ge

ny
s

●
1

－
リ
ス

科
S
ci

u
ri
d
ae

●
1

2
5

ネ
ズ

ミ
科

ミ
カ

ド
ネ

ズ
ミ

M
yo

de
s 

ru
ti
lu

s 
m

ik
ad

o
●

1
2
6

エ
ゾ

ヤ
チ

ネ
ズ

ミ
M

yo
de

s 
ru

fo
ca

nu
s 

be
df

or
di

ae
●

●
●

●
4

－
ヤ

チ
ネ

ズ
ミ
属

M
yo

de
s
 s

p
.

●
●

2
2
7

ハ
タ

ネ
ズ

ミ
*

M
ic

ro
tu

s 
m

on
te

be
lli

●
●

●
3

2
8

ア
カ

ネ
ズ

ミ
*

A
po

de
m

us
 s

pe
ci

os
us

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
5

2
9

ヒ
メ

ネ
ズ

ミ
*

A
po

de
m

us
 a

rg
en

te
us

●
●

●
●

●
●

●
7
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確
認

種
一

覧
（

両
生

類
・

爬
虫

類
・

哺
乳

類
）

（
そ

の
4
）

北
海

道
東

北
関

東
中

部
四

国
九

州

N
o
.

綱
和

名
目

和
名

科
和

名
種

和
名

学
名

渚 滑 川

石 狩 川

後 志 利 別 川

釧 路 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

那 珂 川

（ 利 根 川 水 系 ） 利 根 川 本 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 渡 良 瀬 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 烏 川 ・ 神 流 川 △

菊 川
肱 川

（ 渡 川 水 系 ） 四 万 十 川

嘉 瀬 川

大 淀 川

確 認 河 川 数

－
（
哺

乳
綱

）
（
ネ

ズ
ミ
目

（
齧

歯
目

）
）

（
ネ

ズ
ミ
科

）
ア

カ
ネ

ズ
ミ
属

A
po

de
m

us
 s

p
.

●
●

●
●

4
3
0

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
*

M
ic

ro
m

ys
 m

in
ut

us
●

●
●

●
●

●
6

3
1

ハ
ツ

カ
ネ

ズ
ミ

M
us

 m
us

cu
lu

s
●

●
●

●
●

5
3
2

ク
マ

ネ
ズ

ミ
R
at

tu
s 

ra
tt

us
●

●
2

3
3

ド
ブ

ネ
ズ

ミ
R
at

tu
s 

no
rv

eg
ic

us
●

●
●

●
●

5
－

ク
マ

ネ
ズ

ミ
属

R
at

tu
s
 s

p
.

●
●

2
－

ネ
ズ

ミ
科

M
u
ri
d
ae

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

3
4

ネ
コ

目
（
食

肉
目

）
ク

マ
科

エ
ゾ

ヒ
グ

マ
U

rs
us

 a
rc

to
s 

ye
so

en
si

s
●

●
●

3
3
5

ア
ラ

イ
グ

マ
科

ア
ラ

イ
グ

マ
P
ro

cy
on

 l
ot

or
●

◎
◎

●
◎

5
－

ア
ラ

イ
グ

マ
属

P
ro

cy
on

 s
p
.

●
◎

●
●

4
3
6

イ
ヌ

科
タ

ヌ
キ

*
N

yc
te

re
ut

es
 p

ro
cy

on
oi

de
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
5

3
7

キ
ツ

ネ
*

V
ul

pe
s 

vu
lp

es
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
4

3
8

ノ
イ

ヌ
C

an
is

 f
am

ili
ar

is
●

1
3
9

イ
タ

チ
科

テ
ン

*
M

ar
te

s 
m

el
am

pu
s

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

4
0

エ
ゾ

ク
ロ

テ
ン

M
ar

te
s 

zi
be

lli
na

 b
ra

ch
yu

ra
●

1
－

テ
ン

属
M

ar
te

s
 s

p
.

●
1

4
1

チ
ョ
ウ

セ
ン

イ
タ

チ
M

us
te

la
 s

ib
ir

ic
a 

co
re

an
a

●
●

2
4
2

イ
タ

チ
*

M
us

te
la

 i
ta

ts
i

●
●

●
●

●
●

6
4
3

イ
イ

ズ
ナ

*
M

us
te

la
 n

iv
al

is
●

●
●

3
4
4

ミ
ン

ク
M

us
te

la
 v

is
on

◎
●

●
3

－
イ

タ
チ

属
M

us
te

la
 s

p
.

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
3

4
5

ニ
ホ

ン
ア

ナ
グ

マ
M

el
es

 m
el

es
 a

na
ku

m
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

－
イ

タ
チ

科
M

u
st

el
id

ae
●

●
●

●
●

5
4
6

ジ
ャ

コ
ウ

ネ
コ

科
ハ

ク
ビ

シ
ン

P
ag

um
a 

la
rv

at
a

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

4
7

ア
ザ

ラ
シ

目
（
鰭

脚
目

）
ア

ザ
ラ

シ
科

ア
ザ

ラ
シ

科
P
h
o
ci

d
ae

●
1

4
8

ウ
シ

目
（
偶

蹄
目

）
イ

ノ
シ

シ
科

イ
ノ

シ
シ

*
Su

s 
sc

ro
fa

●
●

●
●

●
●

●
7

4
9

シ
カ

科
ニ

ホ
ン

ジ
カ

*
C

er
vu

s 
ni

pp
on

●
●

●
●

●
●

●
7

5
0

ウ
シ

科
カ

モ
シ

カ
C

ap
ri
co

rn
is

 c
ri
sp

us
●

1
－

-
ウ

シ
目

（
偶

蹄
目

）
A

rt
io

d
ac

ty
la

●
●

2
哺

乳
類

水
系

別
確

認
種

数
1
6

2
7

1
5

2
2

1
5

1
7

1
8

1
0

1
1

1
2

1
3

1
2

2
1

1
3

1
4

哺
乳

類
地

方
別

確
認

種
数

3
2

2
0

2
3

1
3

2
3

1
6

注
1
)
 
水

系
名

(
河

川
名

)
欄

の
△

は
指

定
管

理
区

間
の

み
の

河
川

を
示

す
。

注
2
)
 
種

数
の

計
数

は
「

平
成

2
8
年

度
版

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
 
基

本
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

［
河

川
版

］
（

平
成

2
8
年

1
月

改
訂

）
」

に
準

拠
し

て
行

っ
た

。
注

3
)
 
●

◎
は

、
確

認
（

う
ち

◎
は

、
P
5
-
4
4
～

P
5
-
4
7
に

示
す

分
析

対
象

種
の

う
ち

当
該

河
川

の
直

轄
管

理
区

間
で

今
回

初
確

認
）

を
示

す
。

注
4
)
 
「

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
の

た
め

の
生

物
リ

ス
ト

」
に

お
い

て
は

、
種

と
亜

種
を

併
記

し
て

い
る

が
、

当
リ

ス
ト

で
は

、
種

と
亜

種
が

混
在

し
て

い
る

場
合

は
、

　
　

種
ま

で
の

表
記

に
統

合
し

た
。

種
ま

で
の

表
記

に
統

合
し

た
も

の
を

表
中

に
（

*
）

で
示

す
。
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重
要

種
一

覧
（

両
生

類
・

爬
虫

類
・

哺
乳

類
）

重
要
種

北
海

道
東

北
関

東
中

部
四

国
九

州

N
o
.

綱
和

名
目

和
名

科
和

名
種

和
名

学
名

文 化 財 保 護 法

種 の 保 存 法

環
境
省
版

レ
ッ
ド
リ
ス
ト

渚 滑 川

石 狩 川

後 志 利 別 川

釧 路 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

那 珂 川

（ 利 根 川 水 系 ） 利 根 川 本 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 渡 良 瀬 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 烏 川 ・ 神 流 川 △

菊 川
肱 川

（ 渡 川 水 系 ） 四 万 十 川

嘉 瀬 川

大 淀 川

1
両

生
綱

有
尾

目
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

科
エ

ゾ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

H
yn

ob
iu

s 
re

ta
rd

at
us

D
D

●
1

2
キ

タ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

Sa
la

m
an

dr
el

la
 k

ey
se

rl
in

gi
i

E
N

●
1

3
イ

モ
リ

科
ア

カ
ハ

ラ
イ

モ
リ

C
yn

op
s 

py
rr

ho
ga

st
er

N
T

●
●

●
●

4
4

無
尾

目
ア

カ
ガ

エ
ル

科
ト
ノ

サ
マ

ガ
エ

ル
P
el

op
hy

la
x 

ni
gr

om
ac

ul
at

us
N

T
○

●
●

●
●

●
5

5
ト
ウ

キ
ョ
ウ

ダ
ル

マ
ガ

エ
ル

P
el

op
hy

la
x 

po
ro

su
s 

po
ro

su
s

N
T

●
●

●
●

4
6

ナ
ゴ

ヤ
ダ

ル
マ

ガ
エ

ル
P
el

op
hy

la
x 

po
ro

su
s 

br
ev

ip
od

us
E
N

●
1

両
生
類
水
系
別
確
認
種
数

0
1

0
1

1
2

1
0

1
1

2
0

2
2

2
両
生
類
地
方
別
確
認
種
数

2
3

1
2

2
2

1
爬

虫
綱

カ
メ

目
イ

シ
ガ

メ
科

ニ
ホ

ン
イ

シ
ガ

メ
M

au
re

m
ys

 j
ap

on
ic

a
N

T
●

●
●

3
2

ス
ッ

ポ
ン

科
ニ

ホ
ン

ス
ッ

ポ
ン

P
el

od
is

cu
s 

si
ne

ns
is

D
D

●
●

●
●

●
5

爬
虫
類
水
系
別
確
認
種
数

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

2
2

1
1

1
爬
虫
類
地
方
別
確
認
種
数

0
0

1
2

2
1

1
哺

乳
綱

ネ
コ

目
（
食

肉
目

）
ク

マ
科

エ
ゾ

ヒ
グ

マ
U

rs
us

 a
rc

to
s 

ye
so

en
si

s
L
P
(石

狩
西

部
、

天
塩

・
増

毛
地

方
)

○
●

○
1

2
イ

タ
チ

科
エ

ゾ
ク

ロ
テ

ン
M

ar
te

s 
zi

be
lli

na
 b

ra
ch

yu
ra

N
T

●
1

3
ウ

シ
目

（
偶

蹄
目

）
ウ

シ
科

カ
モ

シ
カ

C
ap

ri
co

rn
is

 c
ri
sp

us
特

天
●

1
哺
乳
類
水
系
別
確
認
種
数

1
1

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
哺
乳
類
地
方
別
確
認
種
数

2
1

0
0

0
0

注
1
)
 
○
は
、
R
L
地
域
個
体

群
で

該
当

地
域

外
で

の
確

認
を

示
す

。
ま

た
、
石
狩
川
の
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
は
移
入
種
で
あ
る
た
め
、
重
要
種
に
含
め
て
い
な
い
。

注
2
)
 
水
系
名
(
河
川
名

)
欄

の
△

は
指

定
管

理
区

間
の

み
の

河
川

を
示

す
。

注
3
)
 
種
数
の
計
数
は
「

平
成

2
8
年

度
版

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
 
基

本
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
［
河
川
版
］
（
平
成
2
8
年
1
月
改
訂
）
」
に
準
拠
し
て
行
っ
た
。

凡
 
例
)

文
化
財
保
護
法

　
　
国
指
定
特
別

天
然

記
念

物
,
 
天

然
記

念
物

　
　
特
天
：
　
特

別
天

然
記

念
物

、
天

：
　

天
然

記
念

物
種
の
保
存
法
「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存
に
関
す
る
法
律
」

　
　
国
内
希
少
野

生
動

植
物

種
お

よ
び

緊
急

指
定

種
環
境
省
版
レ
ッ
ド

リ
ス

ト
（

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
生

物
の
種
の
リ
ス
ト
）
環
境
省
、
令
和
2
年
3
月
2
7
日
報
道
発
表
資
料

　
　
絶
滅
(
E
X
)
　

　
　

　
：

我
が

国
で

は
す

で
に

絶
滅

し
た

と
考

え
ら
れ
る
種

　
　
野
生
絶
滅
(
E
W
)
　

　
：

飼
育

・
栽

培
下

で
の

み
存

続
し

て
い
る
種

　
　
絶
滅
危
惧
Ⅰ

Ａ
類

(
C
R
)
：

ご
く

近
い

将
来

に
お

け
る

絶
滅

の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
種

　
　
絶
滅
危
惧
Ⅰ

Ｂ
類

(
E
N
)
：

Ⅰ
Ａ

類
ほ

ど
で

は
な

い
が

、
近

い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
種

　
　
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
(
V
U
)
：

絶
滅

の
危

険
が

増
大

し
て

い
る

種
　
　
準
絶
滅
危
惧

(
N
T
)
　

：
現

時
点

で
は

絶
滅

危
険

度
は

小
さ

い
が
、
生
息
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
は
「
絶
滅
危
惧
」
に
移
行
す
る
可
能
性
の
あ
る
種

　
　
情
報
不
足
(
D
D
)
　

　
：

評
価

す
る

だ
け

の
情

報
が

不
足

し
て
い
る
種

　
　
地
域
個
体
群

（
L
P
）

　
：

地
域

的
に

孤
立

し
て

お
り

、
地

域
レ
ベ
ル
で
の
絶
滅
の
お
そ
れ
が
高
い
個
体
群

確 認 河 川 数
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国
外

外
来

種
一

覧
（

両
生

類
・

爬
虫

類
・

哺
乳

類
） 北

海
道

東
北

関
東

中
部

四
国

九
州

N
o
.

綱
和

名
目

和
名

科
和

名
種

和
名

学
名

国
外

外
来

種

渚 滑 川

石 狩 川

後 志 利 別 川

釧 路 川

馬 淵 川

鳴 瀬 川

那 珂 川

（ 利 根 川 水 系 ） 利 根 川 本 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 渡 良 瀬 川  △

（ 利 根 川 水 系 ） 烏 川 ・ 神 流 川 △

菊 川
肱 川

（ 渡 川 水 系 ） 四 万 十 川

嘉 瀬 川

大 淀 川

1
両

生
綱

無
尾

目
ア

カ
ガ

エ
ル

科
ウ

シ
ガ

エ
ル

L
it
ho

ba
te

s 
ca

te
sb

ei
an

us
特

定
総

合
(重

点
)

●
●

●
●

●
●

●
●

●
9

両
生

類
水

系
別

確
認

種
数

0
0

0
0

0
1

1
1

1
0

1
1

1
1

1
両

生
類

地
方

別
確

認
種

数
0

1
1

1
1

1

1
爬

虫
綱

カ
メ

目
ヌ

マ
ガ

メ
科

ミ
シ

シ
ッ

ピ
ア

カ
ミ
ミ
ガ

メ
T

ra
ch

em
ys

 s
cr

ip
ta

 e
le

ga
ns

総
合

(緊
急

)
◎

●
●

●
●

●
●

●
●

9
爬

虫
類

水
系

別
確

認
種

数
0

0
0

0
1

0
1

1
1

1
1

0
1

1
1

爬
虫

類
地

方
別

確
認

種
数

0
1

1
1

1
1

1
哺

乳
綱

ネ
ズ

ミ
目

（
齧

歯
目

）
ネ

ズ
ミ
科

ハ
ツ

カ
ネ

ズ
ミ

M
us

 m
us

cu
lu

s
総

合
(重

点
)

●
●

●
●

●
5

2
ク

マ
ネ

ズ
ミ

R
at

tu
s 

ra
tt

us
総

合
(緊

急
)

●
●

2
3

ド
ブ

ネ
ズ

ミ
R
at

tu
s 

no
rv

eg
ic

us
総

合
(重

点
)

●
●

●
●

●
5

－
ク

マ
ネ

ズ
ミ
属

R
at

tu
s
 s

p
.

総
合

(緊
急

／
重

点
)

●
●

2

4
ネ

コ
目

（
食

肉
目

）
ア

ラ
イ

グ
マ

科
ア

ラ
イ

グ
マ

P
ro

cy
on

 l
ot

or
特

定
総

合
(緊

急
)

●
◎

◎
●

◎
5

－
ア

ラ
イ

グ
マ

属
P
ro

cy
on

 s
p
.

特
定

総
合

(緊
急

)／
定

着
予

防
(そ

の
他

)
●

◎
●

●
4

5
イ

ヌ
科

ノ
イ

ヌ
C

an
is

 f
am

ili
ar

is
総

合
(重

点
)

●
1

6
イ

タ
チ

科
チ

ョ
ウ

セ
ン

イ
タ

チ
M

us
te

la
 s

ib
ir
ic

a 
co

re
an

a
●

●
2

7
ミ
ン

ク
M

us
te

la
 v

is
on

特
定

総
合

(重
点

)
◎

●
●

3

8
ジ

ャ
コ

ウ
ネ

コ
科

ハ
ク

ビ
シ

ン
P
ag

um
a 

la
rv

at
a

総
合

(重
点

)
●

●
●

●
●

●
●

●
●

9
哺

乳
類

水
系

別
確

認
種

数
3

4
0

2
3

4
3

2
2

2
3

2
3

3
1

哺
乳

類
地

方
別

確
認

種
数

5
4

3
3

4
3

注
1
)
 
水

系
名

(
河

川
名

)
欄

の
△

は
指

定
管

理
区

間
の

み
の

河
川

を
示

す
。

注
2
)
 
種

数
の

計
数

は
「

平
成

2
8
年

度
版

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
 
基

本
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

［
河

川
版

］
（

平
成

2
8
年

1
月

改
訂

）
」

に
準

拠
し

て
行

っ
た

。
注

3
)
 
●

◎
は

、
確

認
（

う
ち

◎
は

、
P
5
-
4
4
～

P
5
-
4
7
に

示
す

分
析

対
象

種
の

う
ち

当
該

河
川

の
直

轄
管

理
区

間
で

今
回

初
確

認
）

を
示

す
。

注
4
)
 
ク

マ
ネ

ズ
ミ

属
は

、
ク

マ
ネ

ズ
ミ

（
総

合
対

策
（

緊
急

）
）

、
ド

ブ
ネ

ズ
ミ

（
総

合
対

策
（

重
点

）
）

を
含

む
。

　
　

 
ア

ラ
イ

グ
マ

属
は

、
ア

ラ
イ

グ
マ

（
総

合
対

策
（

緊
急

）
）

、
カ

ニ
ク

イ
ア

ラ
イ

グ
マ

（
定

着
予

防
(
そ

の
他

）
）

を
含

む
。

凡
 
例

)
「

特
定

外
来

生
物

に
よ

る
生

態
系

等
に

係
る

被
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
（

以
下

「
特

定
外

来
生

物
法

」
）

」
指

定
種

特
定

：
「

特
定

外
来

生
物

法
」

に
お

け
る

特
定

外
来

生
物

未
判

定
：

「
特

定
外

来
生

物
法

」
に

お
け

る
未

判
定

外
来

生
物

「
我

が
国

の
生

態
系

等
に

被
害

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

外
来

種
リ

ス
ト

（
以

下
「

生
態

系
被

害
防

止
外

来
種

リ
ス

ト
」

）
掲

載
種

」
定

着
予

防
（

侵
入

予
防

）
：

国
内

に
未

侵
入

・
未

定
着

で
あ

り
、

定
着

し
た

場
合

に
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

、
特

に
国

内
へ

の
侵

入
を

未
然

に
防

ぐ
必

要
が

あ
る

外
来

種
。

定
着

予
防

（
そ

の
他

）
：

侵
入

の
情

報
は

あ
る

が
、

国
内

に
未

定
着

で
あ

り
、

定
着

し
た

場
合

に
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

、
早

期
防

除
が

必
要

な
外

来
種

。
総

合
対

策
（

緊
急

）
：

国
内

に
定

着
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、

生
態

系
等

へ
の

被
害

の
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
、

総
合

的
に

対
策

が
必

要
な

外
来

種
の

う
ち

、
緊

急
性

が
高

く
、

積
極

的
に

防
除

が
必

要
な

外
来

種
。

総
合

対
策

（
重

点
）

：
国

内
に

定
着

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

、
総

合
的

に
対

策
が

必
要

な
外

来
種

の
う

ち
、

甚
大

な
被

害
が

予
想

さ
れ

る
重

点
的

に
対

策
が

必
要

な
外

来
種

。
総

合
対

策
（

そ
の

他
）

：
国

内
に

定
着

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
生

態
系

等
へ

の
被

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

、
総

合
的

に
対

策
が

必
要

な
外

来
種

の
う

ち
、

緊
急

、
重

点
に

該
当

し
な

い
種

。
産

業
管

理
：

産
業

又
は

公
益

的
役

割
に

お
い

て
重

要
で

あ
り

、
利

用
に

お
い

て
逸

出
等

の
防

止
の

た
め

の
適

切
な

管
理

に
重

点
を

置
い

た
対

策
が

必
要

な
外

来
種

。

確 認 河 川 数
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5-9 
 

5.2  河川管理との関わり（河川の自然度・健全度） 
ここでは、河川の自然度・健全度や河川管理との関わりが考えられるカヤネズミ、エゾヤチ

ネズミ、カジカガエル、ニホンイシガメなどの確認状況を整理しました。 

 

【川らしいハビタット由来の種の確認状況】                （哺乳類調査） 

• カヤネズミは自然分布域の 6 河川で、エゾヤチネズミは自然分布域の 4 河川で確認 

高茎のイネ科やカヤツリグサ科草地に営巣するカヤネズミは、高水敷の植生変化の影響

を受ける可能性があります。そこで、カヤネズミの確認状況の変化について整理しました。

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では、6 河川が自然分布

域内であり、カヤネズミは、そのうちの 6 河川で確認されました。 

分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）に占めるカヤネズミが確認された

河川数の割合からみると、5 巡目の途中ではありますが、1 巡目調査から 3 巡目調査にか

けて増加傾向にあり、3 巡目から 4巡目調査ではほぼ横ばいです。調査地区数の割合でみ

ても、3 巡目調査から 4巡目調査は、ほぼ横ばいの傾向がみられました。 

北海道にのみ生息するエゾヤチネズミについては、今回とりまとめを行った 12 河川（一

級河川の直轄管理区間）では、北海道地方の 4河川が自然分布域内であり、エゾヤチネズ

ミはそのうち 4 河川で確認されました。１巡目調査から 4 巡目調査にかけても、北海道地

方のすべての河川で確認されました。調査地区数の割合でみると、4 巡目調査ではやや減

少傾向がみられました。 

 

             （資料掲載: 5-13～5-16ページ、5-44～5-45ページ）
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１～５巡目調査の確認河川数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈74 河川〉 

（59 河川） 

２巡目調査

〈118 河川〉

（97 河川）

３巡目調査

〈122 河川〉

（99 河川）

４巡目調査 

〈122 河川〉 

（99 河川） 

５巡目調査

〈54 河川〉

（40 河川）

カヤネズミ 
42 河川 

〔71.2〕 

76 河川 

〔78.4〕 

86 河川 

〔86.9〕 

86 河川 

〔86.9〕 

37 河川 

〔92.5〕 

 

１～５巡目調査の確認河川数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈74 河川〉 

（8 河川） 

２巡目調査

〈118 河川〉

（12 河川）

３巡目調査

〈122 河川〉

（13 河川）

４巡目調査 

〈122 河川〉 

（13 河川） 

５巡目調査

〈54 河川〉

（9 河川） 

エゾヤチネズミ 
8 河川 

〔100〕 

12 河川 

〔100〕 

13 河川 

〔100〕 

13 河川 

〔100〕 

9 河川 

〔100〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 確認河川数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全河川のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環

境データベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ 〈〉内は調査対象河川数を示す。 
※ （）内は分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）を示す。 
※ 〔〕内は分析対象河川数に対する確認河川数の割合（％）を示す。 
※ 分析対象河川は自然分布域内の調査実施河川を対象とした。 
※ カヤネズミは、亜種ホンシュウカヤネズミとシコクカヤネズミを含む。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 

0

20

40

60

80

100

１巡目 ２巡目 ３巡目 ４巡目 ５巡目

確
認
河
川
数
比
率

（巡目）

カヤネズミ

エゾヤチネズミ

（％）

（参考）
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１～５巡目調査の確認地区数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈545 地区〉 

（420 地区） 

２巡目調査

〈831 地区〉

（674 地区）

３巡目調査

〈874 地区〉

（691 地区）

４巡目調査 

〈783 地区〉 

（612 地区） 

５巡目調査

〈350 地区〉

（251 地区）

カヤネズミ 
133 地区 

〔31.7〕 

264 地区 

〔39.2〕 

347 地区 

〔50.2〕 

334 地区 

〔54.6〕 

145 地区 

〔57.8〕 

 

１～５巡目調査の確認地区数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈545 地区〉 

（52 地区） 

２巡目調査

〈831 地区〉

（70 地区）

３巡目調査

〈874 地区〉

（82 地区）

４巡目調査 

〈783 地区〉 

（86 地区） 

５巡目調査

〈350 地区〉

（63 地区）

エゾヤチネズミ 
39 地区 

〔75.0〕 

67 地区 

〔95.7〕 

78 地区 

〔95.1〕 

75 地区 

〔87.2〕 

60 地区 

〔95.2〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 確認地区数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全地区のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環

境データベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ 〈〉内は調査対象地区数を示す。 
※ （）内は分析対象とした地区数（自然分布域内の調査地区数）を示す。 
※ 〔〕内は分析対象地区数に対する確認地区数の割合（％）を示す。 
※ 分析対象地区は自然分布域内の調査実施河川を対象とした。 
※ カヤネズミは、亜種ホンシュウカヤネズミとシコクカヤネズミを含む。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
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カヤネズミは、高茎のイネ科やカヤツリグサ科草地に営巣するため、高水敷の河川環境の変

化に影響を受ける可能性があります。 

カヤネズミは、北部を除く本州、四国、九州、隠岐諸島（島後、西ノ島、中ノ島）、淡路島、

豊島、因島、大崎上島、対馬、天草諸島（下島）、五島列島（福江島）、大隅諸島（口永良部島）

に主に分布します注１）。1 巡目調査から今までの河川水辺の国勢調査では、太平洋側では宮城県

名取川以北、日本海側では新潟県の阿賀野川以北で確認された河川はありません。 

調査実施河川のうち分析対象とした河川数に占める確認された河川数の割合からみると、5

巡目の途中ではありますが、1 巡目調査から 3巡目調査にかけて増加傾向にあり、3 巡目から 4

巡目調査では横ばい傾向です。確認された調査地区数の割合からみると、1 巡目調査から 3 巡

目調査までは増加傾向ですが、3 巡目から 4 巡目調査では、ほぼ横ばい傾向です。 

このように、カヤネズミの確認結果から、カヤネズミの営巣環境である高茎の草地環境は 1

巡目調査から 3 巡目調査にかけて増加した後、現在まで維持されているものと推測されます。 

 

カヤネズミが生息しない北海道については、草原状の環境で、排水のよい湿潤地を好み、河

岸、排水溝脇の斜面に多く見られ、密生した樹林には生息しないといわれるエゾヤチネズミ注2)

に着目して整理しました。 

エゾヤチネズミは、北海道本島、利尻島、礼文島、天売島、焼尻島、大黒島、周辺諸島（志

発島、色丹島、国後島）に主に分布します注2)。 

エゾヤチネズミについて、北海道地方における 1～4 巡目調査の確認調査地区の分布地図をみ

ると、確認調査地区は下流・中流部に多くみられます。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）のうち、自然分布域は北海道地

方の渚滑川、石狩川、後志利別川、釧路川の 4 河川でした。エゾヤチネズミはこれら 4 河川全

てで確認されました。１巡目調査から 4 巡目調査にかけても、自然分布域である北海道地方の

すべての河川で確認されました。 

また、確認された調査地区数の割合でみると、2 巡目調査から 4 巡目調査にかけては、やや

減少傾向がみられました。 

このように、エゾヤチネズミの確認結果から、北海道地方の河川には、原野・草原状態で湿

潤な河川敷の環境が多いことが推測されます。 

 
注 1) 出典：The Wild Mammals of Japan、Second Edition、2015．松香堂書店． 
注 2) 出典：北海道産野ネズミ類の研究．1984．北海道大学図書刊行会． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カヤネズミ（巣） エゾヤチネズミ 

（渡川水系）四万十川(R2.05.11) 渚滑川(R2.07.08) 
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カヤネズミの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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馬淵川

大淀川

鳴瀬川

那珂川

菊川

肱川

嘉瀬川

（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
烏川･神流川

石狩川

釧路川

渚滑川

後志利別川

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヤネズミの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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エゾヤチネズミの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
烏川･神流川
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釧路川

渚滑川
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エゾヤチネズミの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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【川らしいハビタット由来の種の確認状況】 （両生類調査） 

• カジカガエルを自然分布域の 4 河川で確認 

カジカガエルは本州、四国、九州に分布し、比較的川幅が広くて開けた渓流に生息し、

流れの石の下に卵を産みます。このため、河川環境の変化によって、生息状況が影響を受

けると考えられます。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）のうち 8 河川がカジカガ

エルの自然分布域内で、関東地方の那珂川、四国地方の（渡川水系）四万十川等 4 河川で

確認されました。このうち、四国地方の（渡川水系）四万十川では 2 巡目調査から継続し

て確認されています。 

分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）に占めるカジカガエルが確認され

た河川数の割合は、2 巡目調査から増加傾向がみられました。 

（資料掲載: 5-19～5-20ページ、5-44～5-45ページ）

 
 

 

１～５巡目調査の確認河川数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈74 河川〉 

（66 河川） 

２巡目調査

〈118 河川〉

（106 河川）

３巡目調査

〈122 河川〉

（109 河川）

４巡目調査 

〈122 河川〉 

（109 河川） 

５巡目調査

〈54 河川〉

（45 河川）

カジカガエル 
25 河川 

〔37.9〕 

40 河川 

〔37.7〕 

50 河川 

〔45.9〕 

60 河川 

〔55.0〕 

30 河川 

〔66.7〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 確認河川数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全河川のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環境デ

ータベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ 〈〉内は調査対象河川数を示す。 
※ （）内は分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）を示す。 
※ 〔〕内は分析対象河川数に対する確認河川数の割合（％）を示す。 
※ 分析対象河川はカジカガエルの自然分布域内の河川を対象とした。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
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カジカガエルは本州、四国、九州に分布し、比較的川幅が広くて開けた渓流と周辺の樹林に

生息し、渓流中の石の下に卵を産みます注1)。このため、河川環境の変化によって、生息状況が

影響を受けると考えられます。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では、カジカガエルの自然分布

域は 8 河川でした。8 河川のうち関東地方の那珂川、四国地方の（渡川水系）四万十川等 4 河

川で確認されました。このうち、四国地方の（渡川水系）四万十川では 2 巡目調査から継続し

て確認されています。 

調査実施河川のうち分析対象とした河川数に占める確認河川数の割合は、2 巡目調査から増

加傾向がみられました。 
 

注1) 出典：日本カエル図鑑．1999．文一総合出版． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カジカガエル 

那珂川 (R2.07.01) （利根川水系）利根川本川(R2.6.30) 

カジカガエル 
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カジカガエルの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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馬淵川
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那珂川
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（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
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カジカガエルの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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【川らしいハビタット由来の種の確認状況】 （爬虫類調査） 

• ニホンイシガメを自然分布域の 3河川で確認 

ニホンイシガメは関東・甲信越地方より西の本州、四国、九州に分布し、山間部や丘陵

地、山のふもとにある河川や湖沼等に生息し、6～8 月に地面に穴を掘って産卵します。

このため、河川環境の変化によって、生息状況が影響を受けると考えられます。また、国

外外来種のミシシッピアカミミガメとの競争や、アライグマの捕食による影響等が危惧さ

れています。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）のうち 6 河川がニホンイ

シガメの自然分布域内で、中部地方の菊川、四国地方の肱川、（渡川水系）四万十川の 3

河川で確認されました。 

分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）に占めるニホンイシガメが確認さ

れた河川数の割合は、2巡目から 3巡目に増加したのち、3巡目以降はほぼ横ばいですが、

若干の減少傾向がみられました。 

（資料掲載: 5-24～5-25ページ、5-44～5-45ページ）

 
 

 

１～５巡目調査の確認河川数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈74 河川〉 

（57 河川） 

２巡目調査

〈118 河川〉

（95 河川）

３巡目調査

〈122 河川〉

（97 河川）

４巡目調査 

〈122 河川〉 

（97 河川） 

５巡目調査

〈54 河川〉

（40 河川）

ニホンイシガメ 
23 河川 

〔40.4〕 

37 河川 

〔38.9〕 

50 河川 

〔51.5〕 

49 河川 

〔50.5〕 

19 河川 

〔47.5〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 確認河川数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全河川のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環境デ

ータベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ 〈〉内は調査対象河川数を示す。 
※ （）内は分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）を示す。 
※ 〔〕内は分析対象河川数に対する確認河川数の割合（％）を示す。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
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１～５巡目調査の確認地区数の比較 

種類 

１巡目調査 

〈545 地区〉 

（399 地区） 

２巡目調査

〈831 地区〉

（653 地区）

３巡目調査

〈874 地区〉

（670 地区）

４巡目調査 

〈783 地区〉 

（597 地区） 

５巡目調査

〈350 地区〉

（251 地区）

ニホンイシガメ 
61 地区 

〔15.3〕 

117 地区 

〔17.9〕 

122 地区 

〔18.2〕 

102 地区 

〔17.1〕 

45 地区 

〔17.9〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 確認地区数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全地区のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環

境データベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ 〈〉内は調査対象地区数を示す。 
※ （）内は分析対象とした地区数（自然分布域内の調査地区数）を示す。 
※ 〔〕内は分析対象地区数に対する確認地区数の割合（％）を示す。 
※ 分析対象地区は自然分布域内の調査実施河川を対象とした。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
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ニホンイシガメは関東・甲信越地方より西の本州、四国、九州に分布し、山間部や丘陵地、

山のふもとにある河川や湖沼等に生息し、6～8月に地面に穴を掘って産卵します注1)。このため、

河川環境の変化によって、生息状況が影響を受けると考えられます。また、国外外来種のミシ

シッピアカミミガメとの競争による減少注1)、アライグマによる捕食による影響等が危惧されて

います注2)。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）のうち 6河川がニホンイシガメ

の自然分布域内で、中部地方の菊川、四国地方の肱川、（渡川水系）四万十川の 3 河川で確認さ

れました。このうち、中部地方の菊川では 1巡目調査から、四国地方の肱川、（渡川水系）四万

十川では 2巡目調査から継続して確認されています。 

分析対象とした河川数（自然分布域内の調査河川数）に占めるニホンイシガメが確認された

河川数の割合は、2 巡目から 3 巡目に増加したのち、3 巡目以降はほぼ横ばいですが、若干の減

少傾向がみられました。また、確認された調査地区数の割合でみると、ほぼ横ばいの傾向がみ

られました。 

 
注 1) 出典：野外観察のための日本産爬虫類図鑑．2016．緑書房． 
注 2) 出典：レッドデータブック 2014「爬虫類・両生類」．2014．環境省． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンイシガメ 

菊川 (R2.5.16) 

ニホンイシガメ 

（渡川水系）四万十川 (R2.05.12)
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ニホンイシガメの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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馬淵川

大淀川

鳴瀬川

那珂川

菊川

肱川

嘉瀬川

（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
烏川･神流川

石狩川

釧路川

渚滑川

後志利別川

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンイシガメの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 

5-25



5-26 
 

5.3  生物多様性 
ここでは、河川水辺の国勢調査結果を用いて、河川における生物多様性及び特定外来生物の

整理を行いました。 

  
【生物多様性の攪乱：国外外来種の分布状況】 （両生類・爬虫類・哺乳類調査） 

• アライグマを 4 河川、ミンクを 1河川で河川水辺の国勢調査としては新規に確認 

特定外来生物法により特定外来生物として指定されているウシガエル、カミツキガメ、

タイワンザル、タイワンリス、ヌートリア、アライグマ、ミンクの確認状況を整理しまし

た。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では、ウシガエルは 7 河

川で、アライグマ（アライグマ属を含む）は 6 河川で、ミンクは 3 河川で確認されました。

このうち、アライグマ（アライグマ属を含む）は東北地方の馬淵川、鳴瀬川、関東地方の

那珂川、九州地方の嘉瀬川で、ミンクは北海道の渚滑川で河川水辺の国勢調査としては初

めての確認となり、分布の拡大傾向がみられました。カミツキガメ、タイワンザル、タイ

ワンリス、ヌートリアは確認されませんでした。 

（資料掲載: 5-31～5-38ページ、5-44～5-47ページ）

 

 
 
※特定外来生物とは、『特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律(2018 年 4 月最

終改正及び施行』により、輸入や飼養等が規制される生物(生きているものに限られ、個体だけで

はなく、卵、種子、器官なども含まれる)です。おおむね明治以降に国外から導入された国外外来

種のうち、生態系、人の生命・身体及び農林水産業へ被害を及ぼすもの、または及ぼすおそれが

ある生物が指定されています。 
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１～５巡目調査の確認河川数の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 確認河川数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全河川のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環境

データベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ （）内は調査実施河川数を示す。 
※ 〔〕内は確認河川数の調査実施河川数に対する割合（％）を示す。 
※ アライグマにはカニクイアライグマを含む可能性がある。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 

 

種類 
１巡目調査 

（74 河川） 

２巡目調査 

（118 河川）

３巡目調査 

（122 河川）

４巡目調査 

（122 河川） 

５巡目調査 

（54 河川）

ウシガエル 
54 河川 

〔73.0〕 

88 河川 

〔74.6〕 

93 河川 

〔76.2〕 

95 河川 

〔77.9〕 

37 河川 

〔68.5〕 

カミツキガメ 
 1 河川 

〔 1.4〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

タイワンザル  0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

タイワンリス  0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

 0 河川 

〔 0.0〕 

ヌートリア 12 河川 

〔16.2〕 

20 河川 

〔16.9〕 

22 河川 

〔18.0〕 

26 河川 

〔21.3〕 

12 河川 

〔22.2〕 

アライグマ 
 3 河川 

〔 4.1〕 

 7 河川 

〔 5.9〕 

17 河川 

〔13.9〕 

43 河川 

〔35.2〕 

34 河川 

〔63.0〕 

ミンク 
 4 河川 

〔 5.4〕 

 4 河川 

〔 3.4〕 

 7 河川 

〔 5.7〕 

 7 河川 

〔5.7〕 

 6 河川 

〔11.1〕 
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１～５巡目調査の確認地区数の比較 

種類 
１巡目調査 

（545 地区） 

２巡目調査 

（831 地区）

３巡目調査 

（874 地区）

４巡目調査 

（783 地区） 

５巡目調査 

（350 地区）

ウシガエル 
212 地区

〔38.9〕 

366 地区

〔44.0〕 

393 地区

〔45.0〕 

349 地区 

〔44.6〕 

131 地区 

〔37.4〕 

カミツキガメ 
  1 地区 

〔 0.2〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

タイワンザル 
  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

タイワンリス 
  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

  0 地区 

〔 0.0〕 

ヌートリア  65 地区 

〔11.9〕 

106 地区 

〔12.8〕 

138 地区 

〔15.8〕 

133 地区 

〔17.0〕 

  51 地区 

〔14.6〕 

アライグマ 
  4 地区 

〔 0.7〕 

 14 地区 

〔 1.7〕 

 45 地区 

〔 5.1〕 

130 地区 

〔16.6〕 

116 地区 

〔33.1〕 

ミンク 
 10 地区 

〔 1.8〕 

 10 地区 

〔 1.2〕 

 21 地区 

〔 2.4〕 

 11 地区 

〔 1.4〕 

 14 地区 

〔 4.0〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 確認地区数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査全地区のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環境デー

タベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ （）内は調査実施地区数を示す。 
※ 〔〕内は確認地区数の調査実施地区数に対する割合（％）を示す。 
※ アライグマにはカニクイアライグマを含む可能性がある。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
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ここでは、外来生物法により特定外来生物として指定されたウシガエル、カミツキガメ、タ

イワンザル、タイワンリス、ヌートリア、アライグマ、ミンクの 7 種の確認状況を整理しまし

た。 

ウシガエルは、1918 年、ニューオリンズから輸入されたのが最初注1)で、食肉の輸出生産のた

めに養殖されました注 2)。第二次世界大戦後の一時期に外貨を得る重要な手段となるように導入

されましたが、その後、養殖が廃れ放置されました。本種は平成 18 年 2 月に特定外来生物に指

定されました。2 巡目調査以降で確認河川数が多いことから、本種は各地で定着していると考

えられます。本種は、増殖力が高く、大型に成長し、他のカエル類を捕食する注 3）ことから在

来カエル類等の減少の原因となることが懸念されています。今回とりまとめを行った 12 河川

（一級河川の直轄管理区間）において、ウシガエルは 7 河川で確認されました。確認河川数の

割合、確認地区数の割合は、5 巡目の途中ではありますが、ほぼ横ばいの傾向がみられました。 

カミツキガメは、大型の水生ガメで、北米の冷帯から南米北部の熱帯までを原産地注1)としま

す。1960 年代から子ガメがペットとして輸入され、野外に放逐されるようになり、野生化した

個体が沖縄を含む日本各地の都市部や郊外の池、水田、湖沼、河川等で確認されています注 1)。

本種は広食性であり、魚類や両生類等を捕食することから、在来の生態系への影響も懸念され

ています注 2）。河川水辺の国勢調査では、これまでの調査では 1 巡目調査の 1 河川で確認されま

した。 

タイワンザルは、台湾原産であり、動物園や観光施設の飼育個体による逃亡や放獣などの原

因による野生化が始まり、下北半島、伊豆大島、和歌山県北部（大池地区）での生息が確認さ

れています注 1)。古くは、第二次世界大戦中（1940 年頃）に伊豆大島の動物園から逃亡し、元来、

サルのいない大島に、今では広く全島に生息しています注2)。本種は、一部の地域で日本産のニ

ホンザルと雑種が形成され、遺伝的攪乱が今後も進行する可能性があり、注視が必要です注 1）。

今回のとりまとめを含むこれまでの河川水辺の国勢調査では、確認されませんでした。 

タイワンリスは、台湾原産あるいは大陸原産であり、戦前から各地で飼育されていたようで

すが、正確な記録はなく、1935 年に伊豆大島で飼育個体が逃げたのが最初の記録となっていま

す注1)。その後、観光地や都市公園に導入されました。国内では本州、九州などのいくつかの地

域で定着しています。本種が杉皮の剥離などの問題を引き起こしている地域もあります注 1,4）。

今回のとりまとめを含むこれまでの河川水辺の国勢調査では、確認されませんでした。 

ヌートリアは、南米原産の大型のネズミ類で、1939～49 年、軍用の毛皮獣として導入され、

各地で養殖されました。しかし終戦後、養殖場の閉鎖によって野外に放逐され、野生化しまし

た注2)。本種は、水陸の植物を主食とし水辺の植物に対する影響が大きいとともにドブガイ等の

捕食も確認されており、タナゴ類の繁殖への影響が懸念されています注 3,4）。また、土盛りの堤

防や畔に横穴状のトンネルを掘り巣穴として利用するため兵庫県ではため池の堤防が崩れた例

が報告されています注 5)。今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）におい

て、ヌートリアは確認されませんでした。確認河川数の割合、確認地区数の割合は、5 巡目の

途中ではありますが、若干の増加傾向がみられました。 

アライグマは、北米原産でペットとして飼われていた個体が野生化し、農作物への被害が報

告されている種です。また、本種は雑食性であり、鳥類の卵や雛等を捕食することから、在来

の生態系への影響も懸念されています。日本で最初の侵入は 1962 年、愛知県の動物園で飼育個

体の逃亡によって発生しました注 1)。続いて 1979 年には北海道でも飼育個体の逃亡からアライ

グマが定着し、その後も日本各地で侵入が確認されています注1)。特に北海道では、農業被害が

深刻化し、駆除による捕獲頭数は増加傾向にあり、生息数の増加が懸念されています注1,4）。 
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今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）において、アライグマ（アライ

グマ属を含む）は 6 河川で確認され、東北地方の馬淵川、鳴瀬川、関東地方の那珂川、九州地

方の嘉瀬川では河川水辺の国勢調査として初めて確認されました。確認河川数・地区数の割合

は、5 巡目の途中ではありますが、1巡目調査から増加しており、分布の侵入・拡大傾向がみら

れました。そのため、これらの河川では従来の生態系に何らかの影響を与えている可能性もあ

ります。 

また、アライグマ属のカニクイアライグマは中南米が原産で移入の経緯については不明な点

が多いですが、アライグマと同様にペットとして輸入された可能性もあります注 1,4）。国内での

カニクイアライグマの定着は確認されていませんが、アライグマとの区別が困難なため、今後

とも注視が必要です。 

ミンクは、北米原産で、毛皮の材料とするため 1928 年に北海道に導入されました注 6）。養殖

されていたものが逸出し、野外に定着したと考えられます。養殖魚への食害など水産業への被

害注6）や、餌資源の奪い合いによる在来のイタチ科への悪影響等注 4）も問題となっています。今

回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）において、ミンクは 3河川で確認さ

れ、北海道の渚滑川で河川水辺の国勢調査として初めて確認されました。 

 
注 1) 出典：外来種ハンドブック．2002．地人書館． 
注 2) 出典：川の生物図典．1996．山海堂．  
注 3) 出典：日本の帰化生物．1993．保育社． 
注 4) 出典：日本動物大百科 2 哺乳類 II．1996．平凡社． 
注 5) 出典：野生鳥獣被害防止マニュアル− アライグマ、ヌートリア、キョン、マングース、 
      タイワンリス(特定外来生物編)− ．2010．農林水産省． 
注 6) 出典：北海道ブルーリスト．2010．北海道． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウシガエル 

（渡川水系）四万十川 (R2.10.08) 

アライグマ ミンク 

鳴瀬川 (R2.07.01) 

（利根川水系）烏川・神流川(R2.09.08) 
釧路川(R2.09.16) 

ウシガエル（幼生） 

5-30



5-31 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウシガエルの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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馬淵川

大淀川

鳴瀬川

那珂川

菊川

肱川

嘉瀬川

（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
烏川･神流川

石狩川

釧路川

渚滑川

後志利別川

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウシガエルの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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ヌートリアの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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ヌートリアの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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アライグマの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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アライグマの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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ミンクの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 

5-37



5-38 
 

馬淵川

大淀川

鳴瀬川

那珂川

菊川

肱川

嘉瀬川

（渡川水系）
四万十川

（利根川水系）
利根川本川
渡良瀬川
烏川･神流川

石狩川

釧路川

渚滑川

後志利別川

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミンクの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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5.4  注目すべき種の分布状況 
近年、ペットショップなどで購入した国外外来種が逃げ出したり、野外へ遺棄されるなどし

て、本来は日本に生息しない種が野外に生息し、農作物被害や生態系に深刻な影響を与えるケ

ースがみられます。 

ここでは、以上のような、国外外来種の中で主にペット由来と考えられる種の、河川水辺の

国勢調査での確認状況について整理しました。 

 

 
【飼育（ペット）由来の国外外来種】 （両生類・爬虫類・哺乳類調査） 

• ミシシッピアカミミガメは増加傾向 

国外外来種の中でペット由来と考えられる種のうち、特定外来生物に指定されていない

5 種（キバラガメ、ミシシッピアカミミガメ、アナウサギ、チョウセンシマリス、ゴール

デンハムスター）を対象として、確認状況を整理しました。 

これらのうち、キバラガメ、ミシシッピアカミミガメ、アナウサギ、チョウセンシマリ

スについては生態系被害防止外来種リスト※に指定されています。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）において、ミシシッピアカ

ミミガメが 6 河川で確認されました。また、5 巡目の途中ではありますが、1 巡目から 4

巡目調査まで確認河川数の割合が徐々に増加しており、分布の侵入・拡大傾向がみられま

した。中部地方の菊川、九州地方の大淀川では 2 巡目調査から継続して確認されました。

また、東北地方の馬淵川では、河川水辺の国勢調査としては初めて確認されました。キバ

ラガメ、アナウサギ、チョウセンシマリス、ゴールデンハムスターは確認されませんでし

た。 

（資料掲載: 5-42～5-43ページ、5-46～5-47ページ）

 

 
 

※生態系被害防止外来種リスト（我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト）とは、

我が国の生物多様性を保全するため、さまざまな主体の参画のもとで外来種対策の一層の進展を

図ることを目的とし、環境省及び農林水産省が「生態系、人の生命・身体、農林水産業に被害を

及ぼす又はそのおそれがある生物」を生態的特性及び社会的状況も踏まえて選定した外来種リス

トです。 
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１～５巡目調査の確認河川数の比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ 確認河川数の比較は、直轄管理区間のデータを対象とした。 
※ １～４巡目調査のデータは、調査実施全河川のうち、種名等についてスクリーニングされ、河川環境

データベースに格納されている調査データを対象にした。 
※ （）内は調査実施河川数を示す。 
※ 〔〕内は確認河川数の調査実施河川数に対する割合（％）を示す。 
※ ５巡目調査は実施途中であり、掲載しているデータは平成 28～令和 2年度の調査結果を示す。 
 

 

 

キバラガメは北米原産で、ミシシッピアカミミガメと同じアカミミガメ属に属し、腹甲が黄

色く、ペットショップなどで販売されています注1)。在来種のクサガメやニホンイシガメと生息

環境が競合すると考えられており、キバラガメがこれら在来 2 種の生息に影響を与えることが

憂慮されています。今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では確認され

ませんでしたが、3 巡目調査に関東地方の荒川 1 河川で確認されました。 

ミシシッピアカミミガメは、北米原産で 1950 年代後半から、いわゆる「ミドリガメ」として

販売・飼育され、1960 年代後半から、野外で野生化した個体が見つかるようになりました注2)。

現在では北海道、本州、四国、九州のほかに、沖縄や小笠原父島からも生息が確認されていま

す注3)。河川や池沼、水田などに広く生息し、在来種のクサガメやニホンイシガメと生息環境が

競合注3,4,5)すると考えられており、ミシシッピアカミミガメがこれら在来 2 種の生息に影響を与

種類 
１巡目調査

（74 河川）

２巡目調査

（118 河川）

３巡目調査

（122 河川）

４巡目調査 

（122 河川） 

５巡目調査

（54 河川）

キバラガメ 
 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 1 河川

〔 0.8〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

ミシシッピアカミミガメ 
25 河川

〔33.8〕 

53 河川

〔44.9〕 

71 河川

〔58.2〕 

96 河川

〔78.7〕 

35 河川

〔64.8〕 

アナウサギ 
 0 河川

〔 0.0〕 

 2 河川

〔 1.7〕 

 5 河川

〔 4.1〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

チョウセンシマリス 
 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

ゴールデンハムスター 
 0 河川

〔 0.0〕 

 1 河川

〔 0.8〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

 0 河川

〔 0.0〕 

0
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えることが懸念されています。今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）に

おいて、6 河川で確認されました。5巡目の途中ではありますが、1 巡目から 4 巡目調査まで確

認河川数の割合が徐々に増加しており、分布の侵入・拡大傾向がみられました。中部地方の菊

川、九州地方の大淀川では 2 巡目調査から継続して確認されました。また、東北地方の馬淵川

では、河川水辺の国勢調査としては初めて確認されました。 

アナウサギは、原産地がイベリア半島とアフリカ北西部ですが、世界各地に移入され野生化

しています注 2)。日本ではカイウサギとして知られ、簡易な施設で飼育できるので、幼稚園や学

校などでよく飼育されます。本種は、植食性で植物に対する影響が懸念されています注6)。今回

とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では確認されませんでしたが、過去の

河川水辺の国勢調査では、2 巡目調査で 2 河川、3 巡目調査で 5 河川において確認されました。 

チョウセンシマリスは、ペットとして輸入された個体が各地で逃げ出し野生化して、日本産

のエゾシマリスとの交雑や置き換わりが懸念されています注2)。これまでの河川水辺の国勢調査

では確認されていません。 

ゴールデンハムスターは、人によく馴れて飼いやすいため、ペットショップでもよく販売さ

れています注 7)。今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）では確認されま

せんでしたが、過去の河川水辺の国勢調査では、2 巡目調査の 1 河川で確認されました。 

今回とりまとめを行った 12 河川（一級河川の直轄管理区間）において、国外外来種の中でペ

ット由来と考えられる種の確認は、ミシシッピアカミミガメの 1 種だけでした。国外外来種は

野外に放たれた場合、農作物被害や生態系に深刻な影響を与える等、様々な問題を及ぼす恐れ

があり、ペットについても取り扱いに注意することが必要です。 

 
注 1) 出典：標準原色図鑑全集 19 動物Ⅰ．1968．保育社． 
注 2) 出典：外来種ハンドブック．2002．地人書館．  
注 3) 出典：北海道ブルーリスト．2010．北海道．  
注 4) 出典：原色両生・爬虫類．1979．家の光協会．  
注 5) 出典：日本の両生類・爬虫類．1985．小学館． 
注 6) 出典：日本の哺乳類[改訂版] ．2008．東海大学出版会． 
注 7) 出典：日本動物大百科 2 哺乳類 II．1996．平凡社． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミシシッピアカミミガメ 

（渡川水系）四万十川(R2.10.06) 

ミシシッピアカミミガメ 

菊川(R2.07.03) 
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ミシシッピアカミミガメの確認された調査地区（２巡目調査、３巡目調査） 

２巡目調査（平成 8～12 年度） 

３巡目調査（平成 13～17 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

注 1)   は、調査未実施もしくは調査結果が河川環境データベースに未格納の河川を示す。 
注 2) 1 巡目調査は調査対象河川数が少ないため図示を割愛する。 
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ミシシッピアカミミガメの確認された調査地区（４巡目調査、５巡目調査） 

４巡目調査（平成 18～27 年度） 

５巡目調査（平成 28～令和 2 年度） 

凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 

（河川名は令和 2 年度とりまと

め対象河川を示す） 

注 1) 5 巡目調査は実施中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注 2) 5 巡目調査には、一級水系指定区間での調査を含む。 
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5.5 分析対象種の確認状況の経年比較

分析対象種の確認状況の経年比較（その1）
項目

川らしいハビタット機能
（哺乳類の確認状況）

川らしいハビタット機能
（両生類の確認状況）

川らしいハビタット機能
（爬虫類の確認状況）

生物多様性の攪乱：国外外来種の分布状況

No. 地整 種名 カヤネズミ エゾヤチネズミ カジカガエル ニホンイシガメ ウシガエル カミツキガメ タイワンザル タイワンリス ヌートリア

河川名　／　巡目 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 北海道 天塩川 - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
2 北海道 渚滑川 × × × × × ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
3 北海道 湧別川 × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
4 北海道 常呂川 × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
5 北海道 網走川 × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
6 北海道 留萌川 - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
7 北海道 石狩川 × × × × × ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
8 北海道 尻別川 - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
9 北海道 後志利別川 × × × × × ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
10 北海道 鵡川 - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
11 北海道 沙流川 × - × × - ● - ● ● - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × -
12 北海道 釧路川 × × × × × ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
13 北海道 十勝川 - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
14 東北 岩木川 - - × × - - - × × - - - ● ● - - - × × - - - ● ● - - - × × - - - × × - - - × × - - - × × -
15 東北 高瀬川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
16 東北 馬淵川 - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
17 東北 北上川 × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
18 東北 鳴瀬川 - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
19 東北 名取川 × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
20 東北 阿武隈川 ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
21 東北 米代川 × × × × × × × × × × ● × ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
22 東北 雄物川 × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
23 東北 子吉川 × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
24 東北 最上川 × × × × × × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
25 東北 赤川 × × × × × × × × × × × × ● × ● × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
26 関東 久慈川 - × ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
27 関東 那珂川 - ● ● ● ◎ - × × × × - × ● ● ◎ - × × × × - × ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
28 関東 (利根川水系)利根川本川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
29 関東 (利根川水系)常陸利根川 - ● - ● - - × - × - - × - × - - × - × - - ● - ● - - × - × - - × - × - - × - × - - × - × -
30 関東 (利根川水系)中川・綾瀬川 - ● ● × - - × × × - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
31 関東 (利根川水系)江戸川 × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
32 関東 (利根川水系)渡良瀬川 - ● ● ● - - × × × - - ● × ● - - × ● × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
33 関東 (利根川水系)鬼怒川 × × ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
34 関東 (利根川水系)小貝川 × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
35 関東 (利根川水系)烏川・神流川 - ● ● ● - - × × × - - ● ● ● - - × × ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
36 関東 荒川 ● ● ● ● - × × × × - ● × × ● - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
37 関東 多摩川 - × ● ● ● - × × × × - ● ● × ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
38 関東 鶴見川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
39 関東 相模川 - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
40 関東 富士川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × ● × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
41 北陸 荒川 × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
42 北陸 阿賀野川 × × × × × × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
43 北陸 信濃川 - × ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
44 北陸 関川 × × × × - × × × × - × × × ● - × × ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
45 北陸 姫川 - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
46 北陸 黒部川 - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
47 北陸 常願寺川 × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × ● × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
48 北陸 神通川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
49 北陸 庄川 - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
50 北陸 小矢部川 × × × × - × × × × - × × × × - × × ● × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
51 北陸 手取川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● × - ● ● ● ● - × × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
52 北陸 梯川 × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
53 中部 狩野川 × - ● ● - × - × × - ● - × × - ● - × × - ● - ● ● - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × -
54 中部 安倍川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
55 中部 大井川 - × × ● ● - × × × × - × ● ● ● - × × ● × - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
56 中部 菊川 ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × ● ● ● ● ◎ ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
57 中部 天竜川 ● ● ● ● ● × × × × × ● ● ● ● ● × × × ● ● ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
58 中部 豊川 ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × ● × ● -
59 中部 矢作川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ●
60 中部 庄内川 ● ● ● ● ● × × × × × ● × × ● ● ● ● ● ● × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ● ●
61 中部 (木曽川水系)木曽川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
62 中部 (木曽川水系)長良川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● × ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
63 中部 (木曽川水系)揖斐川 ● ● ● ● - × × × × - ● × × × - ● × ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
64 中部 鈴鹿川 × ● ● ● ● × × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ●
65 中部 雲出川 - × ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
66 中部 櫛田川 - ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
67 中部 宮川 ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - ● ● ● ● - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
68 近畿 由良川 ● ● ● ● - × × × × - ● × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
69 近畿 (淀川水系)瀬田川 - × ● × - - × × × - - × × × - - × ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
70 近畿 (淀川水系)草津川 ● ● ● - - × × × - - × × × - - × ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - -
71 近畿 (淀川水系)猪名川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × ● ● -
72 近畿 (淀川水系)木津川 - ● ● ● - - × × × - - × ● × - - ● ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × ● -
73 近畿 (淀川水系)野洲川 - ● ● ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × ● -
74 近畿 (淀川水系)淀川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × ● ● -
75 近畿 大和川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ●
76 近畿 円山川 ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - × ● ● ● - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● -
77 近畿 加古川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
78 近畿 揖保川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
79 近畿 紀の川 ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - × ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
80 近畿 (新宮川水系)熊野川 ● × ● ● - × × × × - × × × × - ● × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
81 近畿 九頭竜川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
82 近畿 北川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ●

凡例　◎●：確認（うち◎は今年度の確認）、×：未確認、-：１～３巡目調査は河川環境データベースに調査データが未格納、４巡目調査は調査未実施

　　　（薄字の河川は本年度とりまとめ対象外の河川である。）

注1)　1～４巡目調査のデータは、種名等についてスクリーニングされ、河川環境データベースに格納されている調査データを対象にした。
注2)　調査の継続性の観点から、経年比較のとりまとめ対象は一級河川の直轄区間とし、指定区間および二級水系は対象外とした。
注3)　１～５巡目調査の区分については、原則として１巡目調査：平成３～７年度、２巡目調査：平成８～12年度、３巡目調査：平成13～17年度、４巡目調査：平成18～27年度、５巡目調査：平成28～令和２年度としたが、
　　　各河川の実施状況のバランスに応じて適宜区切りを調整した。各調査項目における具体的な巡目の区切りは調査実施年度の欄に記した。
注4)　アライグマはアライグマ属として確認された記録を含む。（アライグマ属として記録：４巡目調査の渚滑川、岩木川、高瀬川、（利根川水系）渡良瀬川、富士川、（木曽川水系）長良川、由良川、九頭竜川、５巡目調査の鳴瀬川、久慈川、信濃川、天竜川、吉野川）
注5)　５巡目調査について、緑字◎及び●で表記した出現は、調査地区外での確認である。
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分析対象種の確認状況の経年比較（その2）
項目

川らしいハビタット機能
（哺乳類の確認状況）

川らしいハビタット機能
（両生類の確認状況）

川らしいハビタット機能
（爬虫類の確認状況）

生物多様性の攪乱：国外外来種の分布状況

No. 地整 種名 カヤネズミ エゾヤチネズミ カジカガエル ニホンイシガメ ウシガエル カミツキガメ タイワンザル タイワンリス ヌートリア

河川名　／　巡目 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

83 中国 千代川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × ● ● -
84 中国 天神川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● × - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ●
85 中国 日野川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
86 中国 斐伊川 ● ● ● ● ● × × × × × × × × ● × ● ● ● ● ● ● ● × ● ● × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ● ●
87 中国 江の川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ●
88 中国 高津川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - ● × ● × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ●
89 中国 吉井川 ● ● ● ● - × × × × - ● × × × - × ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
90 中国 旭川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ●
91 中国 高梁川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ●
92 中国 芦田川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
93 中国 太田川 ● × ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × ● ● - ● ● ● × - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● -
94 中国 小瀬川 ● ● ● ● ● × × × × × ● ● ● ● ● × × ● × ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
95 中国 佐波川 - ● ● ● ● - × × × × - × ● × × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ●
96 四国 吉野川 ● ● ● ● ● × × × × × × ● × ● ● × × ● × ● ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
97 四国 那賀川 × ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
98 四国 土器川 - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
99 四国 重信川 × ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
100 四国 肱川 - ● ● ● ◎ - × × × × - × × ● ◎ - ● ● ● ◎ - ● ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
101 四国 物部川 ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - × ● × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
102 四国 仁淀川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● × - ● ● ● ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
103 四国 (渡川水系)四万十川 - ● ● ● ◎ - × × × × - ● ● ● ◎ - ● ● ● ◎ - ● ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
104 九州 遠賀川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
105 九州 山国川 ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
106 九州 筑後川 × ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
107 九州 矢部川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
108 九州 松浦川 ● ● ● ● ● × × × × × ● ● ● × ● × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
109 九州 六角川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
110 九州 嘉瀬川 - ● ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
111 九州 本明川 ● - ● ● ● × - × × × × - × × × × - × ● × ● - ● ● ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × ×
112 九州 菊池川 - - ● ● - - - × × - - - × × - - - ● × - - - ● ● - - - × × - - - × × - - - × × - - - × × -
113 九州 白川 - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × ● × × - ● × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
114 九州 緑川 ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - ● × × × - ● ● ● ● - ● × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
115 九州 球磨川 ● ● ● ● - × × × × - × ● ● ● - ● ● ● ● - ● × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
116 九州 大分川 - ● ● ● - - × × × - - ● ● ● - - ● ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
117 九州 大野川 - ● ● ● ● - × × × × - × × ● ● - × ● ● ● - ● ● × ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
118 九州 番匠川 - ● ● ● ● - × × × × - ● ● ● ● - ● ● × ● - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ×
119 九州 五ヶ瀬川 ● ● ● ● - × × × × - × × ● × - ● × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
120 九州 小丸川 ● ● ● ● - × × × × - × × × ● - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -
121 九州 大淀川 ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × ● ◎ × × × × × ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×
122 九州 川内川 - ● ● ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × -
123 九州 肝属川 ● ● × ● - × × × × - × × × ● - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × -

確認河川（●） 6 4 4 3 7 0 0 0 0

未確認河川（×） 6 8 8 9 5 12 12 12 12

確認河川比率（％) 50.0 33.3 33.3 25.0 58.3 0.0 0.0 0.0 0.0

確認河川（●） 42 76 86 86 37 8 12 13 13 9 25 40 50 60 30 23 37 50 49 19 54 88 93 95 37 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 20 22 26 12
未確認河川（×） 32 42 36 36 17 66 106 109 109 45 49 78 72 62 24 51 81 72 73 35 20 30 29 27 17 73 118 122 122 54 74 118 122 122 54 74 118 122 122 54 62 98 100 96 42

確認河川比率（％) 56.8 64.4 70.5 70.5 68.5 10.8 10.2 10.7 10.7 16.7 33.8 33.9 41.0 49.2 55.6 31.1 31.4 41.0 40.2 35.2 73.0 74.6 76.2 77.9 68.5 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.2 16.9 18.0 21.3 22.2

凡例　◎●：確認（うち◎は今年度の確認）、×：未確認、-：１～３巡目調査は河川環境データベースに調査データが未格納、４巡目調査は調査未実施

　　　（薄字の河川は本年度とりまとめ対象外の河川である。）

注1)　1～４巡目調査のデータは、種名等についてスクリーニングされ、河川環境データベースに格納されている調査データを対象にした。
注2)　調査の継続性の観点から、経年比較のとりまとめ対象は一級河川の直轄区間とし、指定区間および二級水系は対象外とした。
注3)　１～５巡目調査の区分については、原則として１巡目調査：平成３～７年度、２巡目調査：平成８～12年度、３巡目調査：平成13～17年度、４巡目調査：平成18～27年度、５巡目調査：平成28～令和２年度としたが、
　　　各河川の実施状況のバランスに応じて適宜区切りを調整した。各調査項目における具体的な巡目の区切りは調査実施年度の欄に記した。
注4)　アライグマはアライグマ属として確認された記録を含む。（アライグマ属として記録：４巡目調査の渚滑川、岩木川、高瀬川、（利根川水系）渡良瀬川、富士川、（木曽川水系）長良川、由良川、九頭竜川、５巡目調査の鳴瀬川、久慈川、信濃川、天竜川、吉野川）
注5)　５巡目調査について、緑字◎及び●で表記した出現は、調査地区外での確認である。

R2年度
実施河川

全実施河川

5-45



分析対象種の確認状況の経年比較（その3）
項目 生物多様性の攪乱：国外外来種の分布状況 飼育（ペット）由来の国外外来種

調査実施年度

No. 地整 種名 アライグマ ミンク キバラガメ ミシシッピアカミミガメ アナウサギ チョウセンシマリス ゴールデンハムスター

河川名　／　巡目 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

1 北海道 天塩川 - × ● ● - - ● ● × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - H10 H15 H25 -
2 北海道 渚滑川 × × × ● ◎ × × × × ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H7 H12 H17 H22 R2
3 北海道 湧別川 × × × × ● ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H19 H29
4 北海道 常呂川 × × × × ● ● × ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H9 H14 H20 H30
5 北海道 網走川 × × × × ● × × × × ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H6 H11 H16 H21 R1
6 北海道 留萌川 - × × ● - - × ● × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - H8 H13 H24 -
7 北海道 石狩川 × ● ● ● ◎ ● ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H11 H15 H22 R2
8 北海道 尻別川 - × × × ● - ● × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H18 H28
9 北海道 後志利別川 ● × × × × ● × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H7 H12 H17 H22 R2
10 北海道 鵡川 - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - H9 H14 H24 -
11 北海道 沙流川 × - ● ● - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - × - × × - H6 - H16 H25 -
12 北海道 釧路川 × × × × × × × ● ● ◎ × × × × × × × × ● × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H9 H14 H22 R2
13 北海道 十勝川 - × × ● ● - × ● ● × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H20 H30
14 東北 岩木川 - - × ● - - - × × - - - × × - - - ● ● - - - × × - - - × × - - - × × - - - H14 H25 -
15 東北 高瀬川 × × × ● - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
16 東北 馬淵川 - × × × ◎ - × × × × - × × × × - × × × ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H22 R2
17 東北 北上川 × × × ● - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17/18 H27 -
18 東北 鳴瀬川 - × × × ◎ - × × × × - × × × × - × × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H22 R2
19 東北 名取川 × × × × - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
20 東北 阿武隈川 × × × × - × × × ● - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
21 東北 米代川 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H20 H30
22 東北 雄物川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
23 東北 子吉川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H24 -
24 東北 最上川 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5 H8 H13 H18 H28
25 東北 赤川 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × H3 H8 H13 H18 H28
26 関東 久慈川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H13 H18 H28
27 関東 那珂川 - × × × ◎ - × × × × - × × × × - × ● ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H15 H23 R2
28 関東 (利根川水系)利根川本川 × × × ● - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H12 H17 H25 -
29 関東 (利根川水系)常陸利根川 - × - × - - × - × - - × - × - - × - ● - - × - × - - × - × - - × - × - - H7 - H25 -
30 関東 (利根川水系)中川・綾瀬川 - × × ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × ● × - - × × × - - ● × × - - H8 H14 H25 -
31 関東 (利根川水系)江戸川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
32 関東 (利根川水系)渡良瀬川 - × × ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H9 H15 H25 -
33 関東 (利根川水系)鬼怒川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × ● × - × × × × - × × × × - H5 H11 H16 H25 -
34 関東 (利根川水系)小貝川 × × × ● - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
35 関東 (利根川水系)烏川・神流川 - × × ● - - × × × - - × × × - - ● × ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H8 H14 H25 -
36 関東 荒川 × × ● ● - × × × × - × × ● × - × × ● ● - × × ● × - × × × × - × × × × - H6 H12 H17 H24 -
37 関東 多摩川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H14 H20 H30
38 関東 鶴見川 × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H9 H16 H24 -
39 関東 相模川 - × ● ● - - × × × - - × × × - - × ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H10 H16 H28 -
40 関東 富士川 × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H11 H15 H25 -
41 北陸 荒川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × ● × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
42 北陸 阿賀野川 × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H7 H12 H17 H22 H30
43 北陸 信濃川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - ● ● × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H21 R1
44 北陸 関川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H24 -
45 北陸 姫川 - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H19 H29
46 北陸 黒部川 - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - × × × - - H9 H14 H24 -
47 北陸 常願寺川 × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
48 北陸 神通川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
49 北陸 庄川 - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H20 H30
50 北陸 小矢部川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H24 -
51 北陸 手取川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
52 北陸 梯川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H24 -
53 中部 狩野川 × - × × - × - × × - × - × × - ● - ● ● - × - × × - × - × × - × - × × - H5 - H14 H25 -
54 中部 安倍川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H19 H29
55 中部 大井川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H18 H28
56 中部 菊川 × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × H7 H12 H17 H22 R2
57 中部 天竜川 × × × × ● × × × × × × × × × × ● × ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5/H6 H11 H16 H21 R1
58 中部 豊川 × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H26 -
59 中部 矢作川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H18 H28
60 中部 庄内川 ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × ● ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H6 H11 H16 H21 R1
61 中部 (木曽川水系)木曽川 ● ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6/H7 H10 H14 H25 -
62 中部 (木曽川水系)長良川 × ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H10 H14 H25 -
63 中部 (木曽川水系)揖斐川 × ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H10 H14 H25 -
64 中部 鈴鹿川 × × × × ● × × × × × × × × × × × ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H6 H11 H16 H21 R1
65 中部 雲出川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H18 H28
66 中部 櫛田川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H13 H19 H29
67 中部 宮川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
68 近畿 由良川 × × ● ● - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H11 H16 H26 -
69 近畿 (淀川水系)瀬田川 - × × × - - × × × - - × × × - - × ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H8 H13 H23 -
70 近畿 (淀川水系)草津川 × × × - - × × × - - × × × - - × ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H6 H11 H15 - -
71 近畿 (淀川水系)猪名川 × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H23 -
72 近畿 (淀川水系)木津川 - × ● ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H8 H13 H23 -
73 近畿 (淀川水系)野洲川 - × × ● - - × × × - - × × × - - × ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H9 H15 H23 -
74 近畿 (淀川水系)淀川 × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × ● × - × × × × - × × × × - H6 H8 H13 H23 -
75 近畿 大和川 - × ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H10 H14 H20 H30
76 近畿 円山川 × × × ● - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H26 -
77 近畿 加古川 × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
78 近畿 揖保川 × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
79 近畿 紀の川 × ● ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H27 -
80 近畿 (新宮川水系)熊野川 × × × ● - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
81 近畿 九頭竜川 - × × ● ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H21 R1
82 近畿 北川 - × × ● × - × × × × - × × × × - × × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H19 H29

凡例　◎●：確認（うち◎は今年度の確認）、×：未確認、-：１～３巡目調査は河川環境データベースに調査データが未格納、４巡目調査は調査未実施

　　　（薄字の河川は本年度とりまとめ対象外の河川である。）

注1)　1～４巡目調査のデータは、種名等についてスクリーニングされ、河川環境データベースに格納されている調査データを対象にした。
注2)　調査の継続性の観点から、経年比較のとりまとめ対象は一級河川の直轄区間とし、指定区間および二級水系は対象外とした。
注3)　１～５巡目調査の区分については、原則として１巡目調査：平成３～７年度、２巡目調査：平成８～12年度、３巡目調査：平成13～17年度、４巡目調査：平成18～27年度、５巡目調査：平成28～令和２年度としたが、
　　　各河川の実施状況のバランスに応じて適宜区切りを調整した。各調査項目における具体的な巡目の区切りは調査実施年度の欄に記した。
注4)　アライグマはアライグマ属として確認された記録を含む。（アライグマ属として記録：４巡目調査の渚滑川、岩木川、高瀬川、（利根川水系）渡良瀬川、富士川、（木曽川水系）長良川、由良川、九頭竜川、５巡目調査の鳴瀬川、久慈川、信濃川、天竜川、吉野川）
注5)　５巡目調査について、緑字◎及び●で表記した出現は、調査地区外での確認である。
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分析対象種の確認状況の経年比較（その4）
項目 生物多様性の攪乱：国外外来種の分布状況 飼育（ペット）由来の国外外来種

調査実施年度

No. 地整 種名 アライグマ ミンク キバラガメ ミシシッピアカミミガメ アナウサギ チョウセンシマリス ゴールデンハムスター

河川名　／　巡目 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

83 中国 千代川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H24 -
84 中国 天神川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H21 H29
85 中国 日野川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25/26 -
86 中国 斐伊川 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H20 H30/R1
87 中国 江の川 - × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H18 H29
88 中国 高津川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H18 H28
89 中国 吉井川 × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
90 中国 旭川 - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H13 H20 H30
91 中国 高梁川 - × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H20 H30
92 中国 芦田川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
93 中国 太田川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
94 中国 小瀬川 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H20 H30
95 中国 佐波川 - × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H19 H29
96 四国 吉野川 × × × × ● × × × × × × × × × × × ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H21 R1
97 四国 那賀川 × × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● × × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H21 R1
98 四国 土器川 - × × × - - × × × - - × × × - - × ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H9 H15 H25 -
99 四国 重信川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H12 H17 H27 -
100 四国 肱川 - × × × × - × × × × - × × × × - × × ● × - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H22 R2
101 四国 物部川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H24 -
102 四国 仁淀川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H24 -
103 四国 (渡川水系)四万十川 - × × × × - × × × × - × × × × - ● × ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H22 R2
104 九州 遠賀川 - × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H20 H28
105 九州 山国川 × × × ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H12 H17 H27 -
106 九州 筑後川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H16 H26 -
107 九州 矢部川 × × × × - × × × × - × × × × - × ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H12 H17 H25 -
108 九州 松浦川 × × × × ● × × × × × × × × × × × ● ● ● ● × × × × × × × × × × × × × × × H5 H9 H14 H19 H28
109 九州 六角川 - × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H8 H13 H19 H29
110 九州 嘉瀬川 - × × × ◎ - × × × × - × × × × - × × ● ◎ - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H14 H21 R2
111 九州 本明川 × - × × ● × - × × × × - × × × × - ● ● ● × - × × × × - × × × × - × × × H6 - H16 H21 R1
112 九州 菊池川 - - × × - - - × × - - - × × - - - ● ● - - - × × - - - × × - - - × × - - - H14 H22 -
113 九州 白川 - × × × ● - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H14 H21 R1
114 九州 緑川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H25 -
115 九州 球磨川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H9 H14 H24 -
116 九州 大分川 - × × ● - - × × × - - × × × - - ● ● ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H10 H15 H24 -
117 九州 大野川 - × × × ● - × × × × - × × × × - × × ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H7 H13 H20 H30
118 九州 番匠川 - × × × × - × × × × - × × × × - × × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H9 H13 H21 R1
119 九州 五ヶ瀬川 × × × × - × × × × - × × × × - ● ● ● ● - × × × × - × × × × - × × × × - H5 H10 H15 H25 -
120 九州 小丸川 × × × × - × × × × - × × × × - ● × × ● - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H16 H26 -
121 九州 大淀川 × × × × × × × × × × × × × × × × ● ● ● ◎ × × × × × × × × × × × × × × × H5 H10 H15 H25 R2
122 九州 川内川 - × × × - - × × × - - × × × - - × × ● - - × × × - - × × × - - × × × - - H7/H8 H13 H24 -
123 九州 肝属川 × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - × × × × - H6 H11 H17 H26 -

確認河川（●） 6 3 0 6 0 0 0 *

未確認河川（×） 6 9 12 6 12 12 12 *

確認河川比率（％) 50.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 *

確認河川（●） 3 7 17 43 34 4 4 7 7 6 0 0 1 0 0 25 53 71 96 35 0 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 *
未確認河川（×） 71 111 105 79 20 70 114 115 115 48 74 118 121 122 54 49 65 51 26 19 74 116 117 122 54 74 118 122 122 54 74 117 122 122 54 *

確認河川比率（％) 4.1 5.9 13.9 35.2 63.0 5.4 3.4 5.7 5.7 11.1 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 33.8 44.9 58.2 78.7 64.8 0.0 1.7 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 *

凡例　◎●：確認（うち◎は今年度の確認）、×：未確認、-：１～３巡目調査は河川環境データベースに調査データが未格納、４巡目調査は調査未実施

　　　（薄字の河川は本年度とりまとめ対象外の河川である。）

注1)　1～４巡目調査のデータは、種名等についてスクリーニングされ、河川環境データベースに格納されている調査データを対象にした。
注2)　調査の継続性の観点から、経年比較のとりまとめ対象は一級河川の直轄区間とし、指定区間および二級水系は対象外とした。
注3)　１～５巡目調査の区分については、原則として１巡目調査：平成３～７年度、２巡目調査：平成８～12年度、３巡目調査：平成13～17年度、４巡目調査：平成18～27年度、５巡目調査：平成28～令和２年度としたが、
　　　各河川の実施状況のバランスに応じて適宜区切りを調整した。各調査項目における具体的な巡目の区切りは調査実施年度の欄に記した。
注4)　アライグマはアライグマ属として確認された記録を含む。（アライグマ属として記録：４巡目調査の渚滑川、岩木川、高瀬川、（利根川水系）渡良瀬川、富士川、（木曽川水系）長良川、由良川、九頭竜川、５巡目調査の鳴瀬川、久慈川、信濃川、天竜川、吉野川）
注5)　５巡目調査について、緑字◎及び●で表記した出現は、調査地区外での確認である。

R2年度
実施河川

全実施河川
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